
二松學舎大学附属図書館所蔵 奈良絵本『保元物語』『平治物語』を中心に

A5判・ 280頁 /定 価 :本体 4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1735-9
二松學舎大学附属図書館に収蔵される貴重資料、奈良絵本『保元物語』『平治物語』の公開促進をはかり、2011年

度、同大学東アジア学術総合研究所で共同プロジェクト「二松學合大学附属図書館蔵 奈良絵本『保元物語』『平

治物語』の翻刻と研究」が発足された。本書は、プロジェクトメンバーである磯水絵 (二松學舎大学文学部教授)

・小井土守敏 (大妻女子大学文学部教授)・ 小山聡子 (二松學舎大学文学部准教授)の編による、研究の軌跡と成果
をまとめた論集。

磯 水絵・ 小井土守敬・ 小山聡子 編

2014年 2月 刊行         二松学舎大学学術叢書
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日本文学の「女性性」
増田裕美子・佐伯順子編
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藁 鰈 晶 書
の 衣 服 と 交 通 装 う王 椎 つ な ぐ道

衣服と交通一、そしてそこから派生する境界・王権・民族標識・異性
装などの諸問題…。これらは古代国家の形成、律令国家による国家統
合等を考えるさいのキーワー ドとなる。2014年 3月 に大阪大学を退職
する著者による長年の研究成果を集成。
レA5判 '410頁/本体 6.800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1723-6

※保元物語
高橋貞一解説          陽明叢書国書篇 第 11輯
藤原氏の嫡流である近衛家に歴代集積・収蔵されて来た貴重な飼料や
文献は、今日、陽明文庫と命名され保存されている。この文庫の内か
ら特に国文学に関係深いものを選び、専門家諸氏の解説を得て写真製
本として公刊。
保元物語 (室町中期写)3冊/保元物語 (室町中期写)2冊
レ菊判・520頁 /本体 13.300円 (税別)     ISBN牛 7842-0148-3

黎 催評
百二十何本

百二十句本の伝本としては、古く国会図書館蔵の九冊本と京都府立総
合資料館蔵本が知られていたが、更に天理大学蔵本 (大島氏旧蔵)、

安田文庫蔵本、天理大学蔵本 (鍋島家旧蔵)と 国会図書館蔵本 (古典
文庫影印)力功口わった。本書は総合資料館蔵の翻印であるが、平仮名
本である性質上、平気物語研究者にも国学的にも貴重な資料である。
レA5判・668頁 /本体 4,000円 (税別)      ISBN4-7842-0135-1

平森物語 監4冊 ]

大取一馬責任編集          龍谷大学善本叢書 13
龍谷大学図書館所蔵写字台文庫旧蔵の「平家物語」全12巻 を影印で収
録。同書は語り本系一方流諸本の中で覚一本の最善本として高く評価
され、文学的に最も完成された伝本といわれる最古写本。岩波本「日
本古典文学大系」の底本となつたものである。

"A5判

・平均520頁 /本体 42,000円 (税別)   ISBN4-7842-0794-5

※院政期政治史研究
元木泰雄著                思文間史学叢書
卒論で武家棟梁の政治的限界に気づいて以来大きな政治力を有する荘
園領主権門の分析に傾倒 してきた著者が15年の研究成果を纏め、権門
としての摂関家の特質に注目した新たな平安政治史を提示する。さら
に平氏政権をとりあげ、諸権門の相剋・対立、職能分離 した権門の鼎
立に至る過程に迫る。
レA5判・406頁 /本体 7,800円 (税別)      ISBN牛 7842-090卜8

建暑
羽院政の展開と儀礼

後鳥羽天皇 (上皇)が課せられた政治課題とそれに対する封応=政策
理念が、宮中の儀式・行事である公事と修法・寺社参詣参籠等宗教儀
礼の中に具現しているとする視点から、それらが果たした政治的役割
を個別具体的に検証することにより、多面的な視点に立った後偏羽理
解、政治史叙述を企図したものである。
レA5判・328頁 /本体 6.000円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1536-2

二松學合大学学術叢書

表示十面1各 は税別

崇徳院怨霊の研究
山田雄司箸
これまで日本史の方面からはほとんど研究されてこなかった崇徳院怨
霊を時代背景の中で位置づけ、日本史上最大の怨霊とされる崇徳院怨
霊が「いつ」「誰によつて」「いかなる状況下で」語られるようになっ
たのか、そして崇徳院怨霊の跳梁を記す『保元物語』がいかにしてま
とめ上げられていつたのかを解明する。
レA5判・314頁 /本体 6,000円 (税別)      ISBN牛 7842-1060-1

※平治物語 。明徳記
犬井善寿・ 冨倉徳次郎解説     陽明叢書国書篇 第 12輯
藤原氏の嫡流である近衛家に歴代集積・収蔵されて来た貴重な飼料や
文献は、今日、陽明文庫と命名され保存されている。この文庫の内か
ら特に国文学に関係深いものを選び、専門家諸氏の解説を得て写真製
本として公刊。
平治物語 (室町中期写)3冊/明徳記 (室町中期写)3冊
>菊判・520頁 /本体 12,000円 (税別)     ISBN牛 7842-0149-1

平森物語覚一本新考
高橋貞一箸
12巻の覚一本を最も信憑すべき伝本と見、覚一本を読む中で気づいた
諸点をあげながら、その成立根拠を確認 し覚一本から派生した人坂流
本の成立流伝に注目すべき本文を引用して、比較・検討した。平家物
語研究に新たな知見を提供する一書。
レA5判・418頁 /本体 9,600円 (税別)      ISBN牛 7842-0785-6

※延慶本『平森物語』

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』 を年 4回 無料でお送 りしています。

牧野和夫著
応永書写 (延慶書写奥書)『平家物語』とそこに離合・集散したもろ
もろの「文・物」を、個々の「説話」を開いて解いてみる試み。延慶
本『平家物語』を中心に、『親快記』『源平盛衰記』、長門本『平家物
語』などと比較し、中世説教資料や唱導の問題に関する論考を収録。
レA5判・402頁 /本体 12.000円 (税別)     ISBN4-7842-1258-2

※院政 とその時代 王椎・武士・寺院
田中文英箸           佛教大学鷹陵文化叢書 8
古代国家から中世国家への国家権力形態の転回のうえで最も重要な画
期 ,院政期をかたちづくった各権門の動向についての論考 8篇をまと
める。荘園支配など地域社会にも目を向け、社会的にも政治的にも大
きな変化が生じた激動の時代を分析する。
レ46判・310頁 /本体 2,200円 (税別)      ISBN牛 7842-1149-7

中世日本の政治と文化
森茂暁著                思文閣史学叢書
鎌倉時代から室町時代にかけて、現存している古文書や、政治と深く
関わつた宗教者から、「中世日本」とはどのような時代だつたのかを
ひもとき、さらに『増鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料
など、文芸作品からのアプローチをも試みる。中世の政治と文化を総
合的に明らかにした論考15篇 を収録。
レA5判・480頁 /本体 9,000円 (税別)      ISBN牛 7842-132牛 4

話・ fax・ Eメ ールでお申 し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ ,傷みがございます

の説話と学問


